
平成２７年度 生徒・保護者からのアンケート結果について 
 

１ 授業についてのアンケート 
（１）良い点 
  ①全体として肯定的な回答が多い。 
  ②「わかりやすい言葉で説明や質問をしている」に対して、ほとんどの教科で肯定的な回答が

85%以上である。 
（２）改善点 
  ①「黒板の使い方を工夫している」「プリントなどの資料を使い、分かりやすいように工夫し

ている」に対して、教科によって肯定的な回答にばらつきがある。 
②「一人一人を大切に授業している」に対して、肯定的な回答が 80%を下回る教科がある。 

  ③同一の質問に対して、同じ教科でも学年によって、肯定的な回答にばらつきがある。 
 
２ 学校についてのアンケート(生徒の皆さん) 
（１）良い点 
  ①「相手を尊重し互いに協力し合う友人関係を築いている」「いじめをしない、させないよう

に心がけている」への肯定的な回答が、85%以上である。よい人間関係を築くとともに、周
囲の友人を大切にしようとする心が育っていると考えられる。 

  ②「健康で安全な学校生活を送っている」「挨拶などの基本的な生活習慣や学校のきまりは守

るようにしている」への肯定的な回答が、どの学年も 90%を超えている。基本的な生活習慣
や規範意識がよく身についていると考えられる。 

  ③「学校行事に積極的に参加している」への肯定的な回答が、どの学年も 85％を超えている。
学習だけでなく、学校行事に一生懸命に取り組もうとする姿勢が育まれるとともに、運動会

を経験した生徒が、その時の経験を生かし、その後の行事に積極的に取り組むことによって、

達成感や成就感を味わえることを学んでいると考えられる。 
④「将来を考え、進路について友人や先生と話したりする」「先生といろいろな話をしたり相

談をしている」は学年が上がるにつれて肯定的な回答がそれぞれ 10％以上伸びている。中
学校の生活に慣れるとともに、教員や友人との人間関係が築けている結果と考えられる。 
⑤ほとんどの項目で 3年生が肯定的な回答が最も多い。中学校での教育活動の成果が表れてい
ると考えられる。 

（２）改善点 
     ①「目標を持って学校生活を送っている」「将来を考え、進路について友人や先生と話したり

する」に対して、肯定的な回答が 80%に到達しなかった。将来への希望を持たせ、目標に向
かう姿勢を育成する進路指導をさらに充実させる必要がある。中学生として徐々に具体的な

道について考えられるように成長していると考えられる。 
    ②「先生といろいろな話をしたり相談をしている」に対して肯定的な回答が、どの学年も十分

とは言えない。スクールカウンセラーの活用を含め、教育相談活動の充実が必要である。 
     ③「先生と協力し、より良い学校をつくろうとしている」への肯定的な回答が、１、２年では

60%に満たないが、3年生では 80%を超えている。3年生は生徒が教員と 2年間触れ合い、
様々な経験をしたことをとおして、学校への愛着が深まったのではないかと考えられる。ま

た最上級生であるという自覚をもって良い学校をつくろうとの責任感をもったことも理由

の一つであろう。１、２先生はこれからの学校生活をとおして同じように自覚をもってくれ

るものと期待する。 
 
３ 学校についてのアンケート（保護者の皆様） 
（１）良い点 

①ほとんどの項目で肯定的な回答が 85％以上であり、学校について肯定的にとらえていただ
いている。特に 3年生では肯定的な数値が高い。 



  ②「学校は健康で安全な生活を過ごせるように配慮している」、「学校は生活指導に真剣に取り
組んでいる」、「教員は挨拶などの基本的な生活習慣や学校のきまりを守るように指導してい

る」、「学校行事はさかんに行われている」、「教員と生徒は力を合わせ、より良い学校をつく

ろうとしている」は肯定的な回答が 90％以上であり、高い評価を得ている。 
（２）改善点 
    ①「教員は部活動で意欲的に指導し、生徒も積極的に参加している」はどの学年もわずかなが

ら 80%に達しなかった。部活動保護者会等で、活動について保護者の皆様にご理解いただ
けるような努力をする。部活動の活動については、部活動説明会や仮入部をとおして、自分

で考え、選ぶことを指導している。自らの判断で選んで入部した部活動にきちんと参加し、

活動することの大切さについてご家庭でもご指導ください。 
   ②「地域の方々は学校を応援してくれている」については「わからない」との回答が 16.8％

である。開かれた学校づくり協議会を中心として学校を強く支援してくださっている様子を

保護者の方にお知らせし、ご理解いただくように努力する。 
 
４ アンケート全体をとおして 
 今回のアンケート調査をとおして、生徒からも保護者の方からも高い評価をいただいていることがわ

かりました。まず生徒による授業診断では、教科や設問によるばらつきはあるものの、ほとんどの項目

で 90％以上の肯定的回答を得ています。また生徒の学校生活に関するアンケートから、それぞれの教科
の授業を意欲的に熱心に受けている様子がうかがわれます。本校では、校内研修会や管理職やベテラン

教員による授業観察を日常的に行うことによって、教員の授業力を高めています。また同じ教科の教員

が教科部会の中で研鑽を深めたり、弥生小学校の先生方との小中連携事業をとおして、お互いの指導法

を学んだりしています。意欲的に学ぼうとする生徒と熱意ある教員とが教室で出会うことによって、よ

り良い授業がつくり出されていると考えます。 
 次に、相手を尊重する、いじめをしない等、他の人との正しい関わり方を学び、身に付けていると考

えている生徒が大部分であることは大変にうれしいことです。他との正しい関わりをとおし、豊かな心

を育成するために、様々な場面をとおして日頃から取り組んでいます。また東京都で実施している年３

回のいじめアンケート以外に、「心の声」と題したアンケートを毎月行い、必要に応じて面談や指導を

しています。 
 さらに多くの設問で学年が上がるごとに、肯定的回答が増加していくことがわかります。生徒が中学

校の生活に慣れ、前向きに努力ができるようになっていると考えられます。学校は生徒の学びの場であ

り、成長の場です。学力だけでなく、心も成長できるよう、これからも教育活動を行っていきます。 
 最後に保護者の皆様、開かれた学校づくり協議会委員の皆様からのアンケート結果では大変に高い評

価をいただきました。特に開かれた学校づくり協議会委員の方からは「求められるハードルが高いのに、

校長先生をはじめとして先生方はその上を目指していらっしゃることが感じられます。できる限り応援

します。」「学校の先生方のがんばりをいつも感じます。生徒の皆さんにとって大切な中学校生活への活

動を応援していきたいと思います。」との力強いお言葉をいただいております。保護者・地域の皆様と

力を合わせ、より良い第四中学校をつくってまいりますので、今後ともご協力をお願い申し上げます。 


